
現
在
の
取
り
組
み
状
況

　

ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
ポ
リ
ス
構
想
は
、

現
在
、
次
の
３
つ
を
柱
と
し
て
い
ま

す
。

①
産
業
間
連
携
推
進
計
画
（
仮
称
）

　

敦
賀
市
と
周
辺
地
域
の
産
業
の
特

　

色
を
活
か
し
、
連
携
す
る
こ
と
で

　

新
た
な
産
業
を
創
り
出
す

②
道
路
網
整
備
計
画
（
仮
称
）

　

敦
賀
ー
高
島
間
ト
ン
ネ
ル
な
ど
、

　

道
路
網
整
備
計
画
を
作
成
し
、
敦

　

賀
港
の
利
用
拡
大
と
広
域
的
な
経

　

済
圏
な
ど
の
形
成
に
つ
な
げ
る

③
調
和
型
水
素
社
会
形
成
計
画

　

日
本
海
側
で
初
と
な
る
広
域
的
な

　

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
※
の
形

　

成
と
、
市
域
・
県
域
を
越
え
る
水

　

素
社
会
の
形
成
に
向
け
た
計
画
を

　

策
定
す
る

　

現
在
、こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
、

圏
域
内
各
市
町
の
地
方
創
生
担
当
課

長
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
構
想

推
進
研
究
会
で
の
意
見
交
換
や
、
圏

域
内
の
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
の
策

定
に
向
け
て
、
調
査
を
進
め
て
い
る

段
階
で
す
。

　

平
成
29
年
度
以
降
は
、
そ
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
て
、
計
画
を
策
定
し

て
い
き
ま
す
。

※
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

　

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
関

　

連
製
品
な
ど
の
研
究
開
発
、
製
造

　

部
品
の
調
達
、
製
造
、
流
通
、
販

　

売
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
供
給
ま

　

で
の
一
連
の
流
れ

ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
ポ
リ
ス
構
想

と
は
？　

　

人
口
減
少
が
進
み
、
各
自
治
体
の

地
方
創
生
の
取
り
組
み
が
激
化
す
る

こ
と
は
、
近
隣
自
治
体
同
士
で
の
人

口
の
取
り
合
い
を
招
き
、
か
え
っ
て

地
域
の
活
力
を
な
く
す
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
敦
賀
市
で
は
「
地
域

間
競
争

4

4

」
で
は
な
く
「
地
域
間
協
調
4

4

（
ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
）
」
を
重
視
し
、

敦
賀
市
と
周
辺
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の

優
位
性
を
活
か
し
な
が
ら
連
携
し

て
、
共
に
発
展
を
目
指
す
ハ
ー
モ
ニ

ア
ス
ポ
リ
ス
構
想
の
策
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
構
想
で

は
、
敦
賀
市
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お

け
る
新
た
な
産
業
の
創
出
や
雇
用
の

拡
大
な
ど
に
よ
り
、
広
域
的
な
経
済

圏
・
生
活
圏
の
形
成
を
目
指
し
ま

す
。
構
想
策
定
は
、
平
成
30
年
度
末

ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

策
定
を
目
指
す
背
景

　

敦
賀
市
は
、
古
来
よ
り
海
陸
交
通

の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
天
然
の
良

港
・
敦
賀
港
を
有
し
、
交
易
を
中
心

に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
後
、
主
要
貿
易
相
手

国
の
政
情
の
変
化
や
、
太
平
洋
側
の
産

業
比
重
の
増
加
か
ら
、
貿
易
が
低
調
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
潟
港
な
ど
、

他
の
北
陸
諸
港
が
近
代
港
湾
都
市
の

発
展
要
因
で
あ
る
臨
港
工
業
地
帯
を

形
成
す
る
中
で
、
敦
賀
市
は
、
三
方

を
山
々
が
取
り
囲
み
、
市
域
の
わ
ず

か
２
割
し
か
な
い
平
野
部
の
狭
さ
か

ら
、
臨
港
工
業
地
帯
の
形
成
に
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
敦
賀
市
は
、
原
子
力

発
電
と
の
共
存
共
栄
に
よ
り
、
地
域
経

済
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
以
降
、
原
子
力
発
電
所
の
長
期

運
転
停
止
に
よ
り
、
地
域
経
済
は
大
き

く
停
滞
し
て
い
ま
す
。
基
幹
産
業
と
し

て
地
域
経
済
を
支
え
て
き
た
原
子
力
発

電
の
先
行
き
が
不
透
明
と
な
る
中
、
地

域
経
済
を
安
定
さ
せ
持
続
可
能
な
社
会

を
築
く
た
め
に
、
今
後
、
原
子
力
発
電

と
並
ぶ
新
し
い
地
域
経
済
の
軸
が
必
要

で
す
。

強
み
を
活
か
し
、
弱
み
を
補
う

　

敦
賀
市
と
周
辺
地
域
の
特
徴
は
下

表
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
特
徴
を
踏
ま
え
、構
想
で
は
、

互
い
の
強
み
を
生
か
し
、
弱
み
を
補

う
Ｗウ

ィ

ン

　

ウ

ィ

ン

ｉ
ｎ
ー
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
が
成
立

す
る
協
調
的
な
発
展
を
目
指
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
重
要
な
地
域
資
源

で
あ
る
敦
賀
港
を
中
心
に
市
域
・
県

域
を
越
え
た
臨
港
工
業
地
帯
を
形
成

し
、
原
子
力
発
電
と
並
ぶ
地
域
経
済

の
新
た
な
軸
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
ポ
リ
ス
構
想

持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み

広
域
的
な
経
済
圏
・
生
活
圏
の
形
成
を
目
指
し
て

▶各市町の担当課長が構想策定について意見交換を行う、
　ハーモニアスポリス構想推進研究会（これまでに 3回開催）

人
口
減
少
が
進
む
日
本
。
全
国
の
自
治
体
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生

か
し
て
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
「
地
方
創
生
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
敦
賀
市
が
地
方
創
生
の
取
り
組
み
と
し
て
策
定
を
目
指
す

「
ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
ポ
リ
ス
構
想
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

区　分 強　み 弱　み

敦賀市

・海外航路を持つ重点港湾
　の敦賀港
・エネルギー政策への深い
　理解

・三方を山が囲み、広域的
　経済圏の構築を阻害
・平野部が少なく、工場立地
　が限られる
・港活用企業の不足

周辺地域

・工業地帯が展開可能な
　平野部
・蓄電池など再生可能エネ
　ルギー関連企業が所在

・対岸諸国に開けた港湾が
　ない

敦賀市

美浜町

南越前町

長浜市

高島市 米原市

ハーモニアスポリス構想の圏域

特集　ハーモニアスポリス構想

5 4

ハーモニアスポリス構想（イメージ図）

敦賀市
美浜町

長浜市 米原市

ハーモニアスポリス構想の圏域
（共存共栄の経済圏などの形成）
敦賀市と周辺地域によって構成し、重要港湾
である敦賀港を活かすことで、相互にWin-
Win の関係が成り立つ産業構造を構築
→市域・県域を越えた臨港工業地帯を形成

産業間連携による次世代エネルギー研究
開発の促進（下記③関連）
敦賀港を製品素材の輸入港として活用、周辺
地域所在企業などが次世代蓄電池などの製品
開発を促進
→素材産業と次世代エネルギー開発技術を活
　かしたサプライチェーンなどを形成

地場産業を活かした新産業の創出
（下記①関連）
敦賀市と周辺地域の地場産業の連携による新
産業の創出など

新たな発展軸を形成する道路網整備
（下記②関連）
敦賀ー高島間など、新たな道路網の形成によ
り、敦賀市の高い隔絶性を解消することで、
敦賀港利用拡大を促進し、広域的な経済圏な
どを形成

企業誘致などによる雇用拡大、敦賀港利
用拡大を促進
敦賀港の活用を強みとする企業誘致
敦賀港の市域・県域を越えた臨港工業地帯化
による次世代エネルギー関連の経済圏を形成
し、雇用拡大と敦賀港利用拡大を促進

高島市

南越前町

北陸・近畿圏にまたがる発展軸の形成
舞鶴若狭自動車道、北陸新幹線、国道 8号東
浦バイパス、新たな道路網の形成により、嶺南・
嶺北の一体化と福井県（北陸圏）と近畿圏の
縦横の発展軸を形成


